
ここでちゃん

　
日
照
不
足
と
低
温
に
よ
る
農
作
物
へ

の
影
響
を
把
握
す
る
た
め
、
８
月
２７
日

に
郡
市
長
が
農
業
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
泉
区
根
白
石
地
区
の
ほ
場
で
、
仙
台

農
業
協
同
組
合
の
菅
野
代
表
理
事
組
合

長
や
関
係
者
か
ら
水
稲
や
大
豆
の
生
育

状
況
を
聞
き
取
り
ま
し
た
。

　
８
月
下
旬
ま
で
３６
日
連
続
で
降
雨
を

観
測
す
る
な
ど
記
録
的
な
長
雨
の
影
響

で
、
ほ
場
で
は
褐
変
し
た
水
稲
や
葉
が

変
色
し
た
大
豆
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
８
月
２２
日
の
就
任
後
初
の
現
地
視
察

と
な
っ
た
郡
市
長
は
「
日
照
不
足
や
低

温
が
続
き
心
配
し
て
い
た
。
県
や
関
係

機
関
と
情
報
を
共
有
し
連
携
し
て
い
き

た
い
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
９
月
５
日
に
は
二
郷
堀
排
水

機
場
を
含
む
東
部
地
域
の
東
日
本
大
震

災
か
ら
の
復
旧
状
況
の
視
察
も
行
い
ま

し
た
。

【
農
政
企
画
課
企
画
調
整
係

２
１
４
‐
８
２
６
５
】

　
市
で
は
今
年
度
新
た
に
、
本
市
農
業

の
次
世
代
を
担
う
プ
ロ
の
農
業
経
営
者

を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
、（
公
財
）

翠
生
農
学
振
興
会
・
東
北
大
学
大
学
院

農
学
研
究
科
に
委
託
し
、「
せ
ん
だ
い

次
世
代
農
業
経
営
者
育
成
ゼ
ミ
」
を
開

講
し
て
い
ま
す
。

　
認
定
農
業
者
で
あ
る
法
人
の
代
表
者

や
部
門
責
任
者
、
新
規
就
農
者
な
ど
意

発　行

◆ホームページ（農林水産業ページ） https : / /www.city .sendai . jp/kurashi/shizen/norinsuisan/index.html
◆Ｅメール  kei008110@city . sendai . jp（農政企画課）
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欲
あ
ふ
れ
る
１０
名
の
塾
生
を
迎
え
、
８

月
に
開
講
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
塾
生
か
ら
は
、「
若
い
世
代
が
や
っ

て
み
た
い
と
思
え
る
農
業
ス
タ
イ
ル
を

つ
く
り
上
げ
た
い
」「
農
業
経
営
を
学

び
実
践
し
た
い
」
な
ど
参
加
へ
の
動
機

や
ゼ
ミ
へ
の
期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
２
月
ま
で
東
北
大
学
青
葉
山
新

キ
ャ
ン
パ
ス
を
拠
点
に
、
全
１３
回
の
講

座
・
視
察
研
修
等
を
通
じ
、
経
営
管
理

に
関
す
る
知
識
・
ス
キ
ル
の
習
得
、
人

脈
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

【
農
業
振
興
課
担
い
手
育
成
係

２
１
４
‐
７
３
２
７
】

　
仙
台
東
地
区
で
は
、
ほ
場
整
備
に
よ

り
大
区
画
化
さ
れ
、
稲
刈
作
業
の
効
率

も
良
く
な
っ
た
農
地
で
水
稲
の
収
穫
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
夏
場
の
天
候
不
順
の
影
響
が

心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
生
産
者
の
日
々

の
適
切
な
管
理
も
あ
り
、
地
域
の
お
い

し
い
新
米
が
食
卓
に
届
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
同
地
区
で
の
大
区
画
化
工
事
は
、
現

在
約
１
，
０
０
０
ｈａ
で
施
工
中
で
あ
り
、

平
成
３０
年
度
ま
で
の
全
事
業
区
域
で
の

工
事
完
了
を
目
指
し
、
東
北
農
政
局
や

関
係
機
関
と
と
も
に
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

【
農
林
土
木
課
ほ
場
整
備
推
進
室

２
１
４
‐
７
３
２
８
】

「
せ
ん
だ
い
次
世
代
農
業
経
営
者

育
成
ゼ
ミ
」を
開
講
し
て
い
ま
す

市
長
が
水
稲
等
の
生
育
状
況
の

視
察
を
行
い
ま
し
た

新
た
な
ほ
場
で
稲
刈
り
が
行
わ

れ
ま
し
た

▲水稲の生育状況を確認する郡市長（左）

▲講義の様子（９月２１日）



▲審査の様子

▲交流会の様子

仙 台 市 農 政 だ よ り平成２９年１１月 第 １９６ 号 　⑵

　
７
月
２４
日
に
農
商
工
連
携
マ
ッ
チ
ン

グ
交
流
会
・
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
農
林
漁
業
者
と
商
工
業
者
と
の
連
携

に
よ
る
付
加
価
値
の
高
い
商
品
づ
く
り

や
販
路
開
拓
を
目
的
と
し
て
毎
年
開
催

し
て
い
る
も
の
で
、
出
展
社
１４
社
と
３５

団
体
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
山
形
県
鶴
岡
市
の
イ
タ

リ
ア
料
理
の
店
「
ア
ル
・
ケ
ッ
チ
ァ
ー

ノ
」
オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
奥
田
政
行
氏

よ
り
「
売
れ
る
商
品
を
開
発
す
る
為

の
レ
シ
ピ
」
と
題
し
て
講
演
を
い
た

だ
き
、
参
加
者
か
ら
は
「
今
後
の
加

工
品
開
発
の
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
」
等

と
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
の

交
流
会
で
は
活
気
の
あ
る
商
談
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

【
公
益
財
団
法
人

　
　
仙
台
市
産
業
振
興
事
業
団

２
１
４
‐
８
３
３
５
】 

　
９
月
３０
日
と
１０
月
１
日
の
２
日
間
、

青
葉
区
の
勾
当
台
公
園
で
、「
第
３

回 

地
産
地
消
・
秋
の
大
食
欲
ま
つ

り
」（
主
催
「
地
産
地
消
・
秋
の
大

食
欲
ま
つ
り
実
行
委
員
会
」（
仙
台

市
、 

Ｊ
Ａ
仙
台
、
仙
台
放
送
））
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
仙
台
産
今
朝
採
り
枝
豆
な
ど
の
新

鮮
な
野
菜
や
加
工
品
の
ほ
か
、
牡
蠣

や
お
肉
な
ど
、
県
内
の
旬
の
味
覚
が

大
集
合
し
ま
し
た
。

   

期
間
中
は
秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
、
２

日
間
で
約
３
万
５
千
人
の
来
場
者
で

賑
わ
い
ま
し
た
。
消
費
者
と
生
産
者

が
直
接
会
話
を
す
る
こ
と
で
、
仙
台

産
の
農
産
物
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

【
農
政
企
画
課
農
食
ビ
ジ
ネ
ス
推
進
室

２
１
４
‐
８
２
６
６
】

　
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
は
、
全
国

か
ら
選
抜
さ
れ
た
和
牛
が
一
堂
に
会

し
、
そ
の
優
秀
性
を
競
う
全
国
大
会

で
す
。
第
１１
回
大
会
は
９
月
７
日
か

ら
１１
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
５
日
間
で

約
４１
万
７
千
人
が
和
牛
の
祭
典
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　
宮
城
県
勢
は
、
生
後
１４
〜
１７
カ
月

未
満
の
若
雌
の
区
に
お
い
て
、
初
の

首
席
を
獲
得
す
る
な
ど
、
９
つ
の
出

品
区
の
う
ち
、
８
つ
の
出
品
区
で
入

賞
し
、
道
府
県
別
の
団
体
表
彰
で
も

過
去
最
高
の
４
位
に
輝
き
ま
し
た
。

　
審
査
会
場
の
ほ
か
、
宮
城
県
Ｐ
Ｒ

エ
リ
ア
な
ど
に
も
多
数
の
人
が
訪
れ

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

【
農
業
振
興
課
生
産
振
興
係

２
１
４
‐
８
３
３
５
】

 「
農
と
食
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推
進

特
区
」
制
度
の
指
定
を
受
け
る
こ
と

に
よ
り
、
所
得
税
や
固
定
資
産
税
等

の
税
制
上
の
特
例
措
置
を
受
け
ら
れ

ま
す
。

■
対
象
者

　
仙
台
東
部
地
区
お
よ
び
四
郎
丸
地

区
の
農
業
振
興
地
域
内
に
お
い
て
、

農
業
や
そ
の
関
連
事
業
を
行
う
事
業

者
（
た
だ
し
、
一
度
指
定
を
受
け
た

事
業
者
の
再
指
定
は
で
き
ま
せ
ん
）

■
指
定
を
受
け
ら
れ
る
期
間

　
平
成
３３
年
３
月
末
ま
で
（
関
係
法

令
の
改
正
に
よ
り
、
当
初
期
間
よ
り

延
長
さ
れ
て
い
ま
す
）

■
活
用
で
き
る
税
制
上
の
特
例

　
機
械
や
装
置
、
建
物
等
を
取
得
し

た
場
合
、
法
人
税
・
所
得
税
の
特
別

償
却
又
は
税
制
控
除
が
で
き
る
ほ
か
、

固
定
資
産
税
が
一
定
期
間
免
除
に
な

り
ま
す
。

　
特
区
制
度
や
指
定
手
続
き
の
詳
細

に
つ
き
ま
し
て
は
、
担
当
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
農
政
企
画
課
農
食
ビ
ジ
ネ
ス
推
進
室

２
１
４
‐
８
２
６
６
】

第
１
回
農
商
工
連
携
マ
ッ
チ
ン
グ

交
流
会・講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た

「
第
３
回 

地
産
地
消・秋
の
大
食

欲
ま
つ
り
」を
開
催
し
ま
し
た

５
年
に一度
の「
和
牛
の
祭
典
」が

開
催
さ
れ
ま
し
た
！

特
区
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
で

税
制
上
の
特
例
が
受
け
ら
れ
ま
す

仙
台
市
か
ら
の
お
知
ら
せ

▲朝採り枝豆販売の様子



米の生産数量目標の配分

米の直接支払交付金

水田活用の直接支払交付金
（産地交付金含む）

ナラシ対策
（収入減少影響緩和対策）

平成29年産まで 平成30年産から
廃　止

廃　止

継　続

継　続

ただし、当面の間
「生産の目安」を提示

主食用米の作付けに対し
7,500円/10aを交付

水田のフル活用を進めるため、大
豆・麦・飼料作物等の生産に交付

担い手の経営安定を図るため、
セーフティネットとして実施

行政による配分

平成２９年１１月⑶ 　第 １９６ 号

　
市
で
は
、
平
成
２９
年
度
か
ら
平
成

３０
年
度
に
か
け
て
、
仙
台
農
業
振
興

地
域
整
備
計
画
の
見
直
し
を
実
施
し

ま
す
。

■
計
画
見
直
し
に
係
る
意
見
の
募
集

　
計
画
見
直
し
に
あ
た
り
、
こ
れ
か

ら
の
農
業
振
興
施
策
に
関
す
る
意
見

を
募
集
し
ま
す
。
農
地
や
水
路
の
整

備
、
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
や
カ
ン
ト

リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等
の
施
設
整
備

な
ど
、
市
の
農
業
振
興
に
関
す
る
取

組
に
つ
い
て
ご
意
見
が
あ
る
場
合
は
、

下
記
担
当
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

（
意
見
様
式
等
を
送
付
い
た
し
ま
す
）。

■
農
用
地
利
用
計
画
変
更
事
前
申
出

書
の
受
付
に
つ
い
て

　
従
来
の
事
前
申
出
受
付
期
間
で
あ

る
平
成
２９
年
１１
月
分
に
つ
い
て
は
、

受
付
期
間
を
平
成
３０
年
１
月
ま
で
と

し
、
計
画
見
直
し
の
中
で
併
せ
て
検

討
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
（
平
成
３０

年
２
月
以
降
に
つ
い
て
は
、
計
画
見

直
し
が
完
了
す
る
ま
で
事
前
申
出
書

の
受
付
を
停
止
し
ま
す
）。
事
前
申

出
書
の
提
出
を
予
定
し
て
い
る
場
合
、

受
付
期
間
に
ご
留
意
く
だ
さ
い
。
な

お
、
事
前
申
出
書
を
受
付
し
た
場
合

で
も
、
検
討
の
結
果
、
農
業
振
興
地

域
か
ら
の
除
外
が
で
き
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す（
※
）。

※
農
振
法
第
１０
条
に
よ
り
、
１０
　
以

上
の
ま
と
ま
り
を
有
す
る
農
用
地
や

土
地
改
良
事
業
の
対
象
地
等
は
農
用

地
区
域
に
含
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
た
め
、
事
前
申
出
書
を
提
出
さ
れ

て
も
見
直
し
の
対
象
に
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

※
事
前
申
出
は
、
農
振
法
第
１３
条
第

２
項
に
規
定
す
る
除
外
に
関
す
る
５

つ
の
要
件
（
①
農
用
地
区
域
以
外
に

代
替
す
べ
き
土
地
が
な
い
こ
と
、②

農
地
の
集
団
化
、
農
作
業
の
効
率
化

に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
な
い
こ

と
等
）
を
全
て
満
た
す
場
合
に
限
り
、

見
直
し
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

●
受
付
締
切

　
　
平
成
３０
年
１
月
３１
日（
水
）

●
提
出
先
＝
農
政
企
画
課

【
農
政
企
画
課
企
画
調
整
係

２
１
４
‐
８
２
６
５
】

　
平
成
３０
年
産
米
か
ら
、
国
に
よ
る

「
生
産
数
量
目
標
」
の
配
分
が
廃
止

さ
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
米
の
国
内
消
費
量
は
、
毎

年
８
万
ト
ン
ず
つ
減
少
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
米
価
下
落
を
避
け
る
た
め
、

宮
城
県
農
業
再
生
協
議
会
で
は
、
数

量
配
分
に
代
わ
り
、
当
面
の
間
、
主

食
用
米
の
「
生
産
の
目
安
」
を
設
定

し
、
地
域
の
協
議
会
を
通
じ
て
、
皆

様
に
提
示
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
２９
年
ま
で
と
、
平
成
３０
年
以

降
の
主
な
内
容
を
次
表
に
ま
と
め
ま

し
た
の
で
、
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
農
業
所
得
の
維
持
向
上
の
た
め
に

は
、
水
田
を
フ
ル
活
用
し
、
こ
れ
ま

で
産
地
化
を
図
っ
て
き
た
、
大
豆
・

麦
・
飼
料
用
米
や
収
益
性
の
高
い
野

菜
等
の
作
付
け
を
実
施
し
な
が
ら
、

需
要
に
応
じ
た
計
画
的
な
米
の
生
産

に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
す
。

【
農
業
振
興
課
地
域
支
援
係

２
１
４
‐
８
３
３
４
】

　
せ
ん
だ
い
農
業
園
芸
セ
ン
タ
ー
み

ど
り
の
杜
で
は
、
農
業
収
入
の
向
上

に
関
す
る
試
み
と
し
て
、「
育
苗
パ

イ
プ
ハ
ウ
ス
を
活
用
し
た
果
樹
栽

培
」
の
実
証
を
行
っ
て
い
ま
す
。
育

苗
期
以
外
の
期
間
（
主
に
夏
〜
冬
）、

イ
チ
ジ
ク
や
ブ
ド
ウ
の
栽
培
に
よ
っ

て
収
益
を
確
保
し
、
農
業
収
入
の
増

加
に
つ
な
げ
て
い
く
も
の
で
す
。

　
現
地
で
は
栽
培
の
様
子
や
取
り
組

み
内
容
を
ご
紹
介
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
　
市
内
在
住
の
農
業
者
な
ど

◆
見
学
方
法

　
　
左
記
へ
直
接
お
電
話
く
だ
さ
い

【
仙
台
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
㈱

　
　
　
　
　
　
　
荒
井
事
業
所

７
６
２
‐
９
６
８
８
】

仙 台 市 農 政 だ よ り

仙
台
農
業
振
興
地
域
整
備
計

画
を
見
直
し
ま
す

平
成
30
年
産
以
降
の
米
政
策

改
革
へ
の
対
応
方
針
に
つ
い
て

水
稲
育
苗
ハ
ウ
ス
を
活
用
し
た
果
樹

栽
培
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す

ｈａ

▲ハウス内での
　 イチジク栽培の様子



費  用

対象者

無料

・認定農業者
・農地所有適格法人
・農業者３戸以上で構成する
  任意団体
・保健所の営業施設の許可・
  登録を取得している農業者

年度内５回まで派遣回数

補助対象経費

対象者

農産物の加工製造・販売に必要な機材等の購入費用
（例）・加工製造機械
　　　（野菜乾燥機、真空包装機等）
　　・販売機材
　　　（ショーケース、レジスター等）

・認定農業者、認定新規就農者
・農地所有適格法人
・保健所の営業施設の許可・登録を取得している農業者
上記のうち市や国、県の6次産業化の人材育成講座や専門家派遣等を利用している方、もしく
は今年度中に利用する予定の方

経費の1/2以内（上限100万円）

商品開発・販路拡大に必要な費用
（例）・マーケティング費
　　　（調査費、展示会への出展費、旅費等）
　　・パッケージ開発費
　　　（デザイン、ネーミング開発費等）

経費の1/2以内（上限10万円）補助率

▲レクリエーション農園の様子

上限額

対象経費 土地整備費、井戸工事費、看板設置費、駐車場整備費、休憩所及び
トイレ設置費　等

経費の1/2以内で
　　　開設：30万円　　　
　　　修繕：15万円
　　（ただし、予算の範囲内とする）

概ね10a以上の農園面積であること、入園契約等を締結すること、
修繕の場合は過去にこの助成を受けていないこと　等要　件

仙 台 市 農 政 だ よ り平成２９年１１月 第 １９６ 号 　⑷

■
６
次
産
業
化
に
関
す
る
専
門
家
を

派
遣
し
ま
す

　
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
、
Ｈ
Ｐ
の

作
成
、
商
品
等
の
チ
ラ
シ
作
成
、
販

促
の
た
め
の
装
飾
、
レ
シ
ピ
開
発
、

販
路
拡
大
な
ど
に
関
す
る
指
導
や
助

言
を
行
う
専
門
家
を
派
遣
し
ま
す
。

■
６
次
産
業
化
に
必
要
な
経
費
を
補

助
し
ま
す

　
農
産
物
の
加
工
製
造
・
販
売
に
必

要
な
機
材
等
の
購
入
費
用
や
、
商
品

開
発
・
販
路
拡
大
に
必
要
な
費
用
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
詳
細
は
、
左
記
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
農
政
企
画
課
農
食
ビ
ジ
ネ
ス
推
進
室

２
１
４
‐
８
２
６
６
】

　
な
お
、
農
振
農
用
地
区
域
内
で
の

開
設
は
難
し
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
農
政
企
画
課
農
食
ビ
ジ
ネ
ス
推
進
室

２
１
４
‐
８
２
６
６
】

　
市
で
は
、
潤
い
と
や
す
ら
ぎ
を
求

め
る
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
農
業

へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
農
園
の
開
設
や

運
営
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
市
政
だ
よ
り
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
、
利
用
希
望
者
へ
の
情
報
発
信

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
掲
載
を
ご

希
望
の
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
新
た
に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
農
園
を
開
設
す
る
場
合
や
修
繕
を

行
う
場
合
に
は
、
経
費
の
一
部
助
成

を
行
っ
て
い
ま
す
。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
農
園
（
市

民
向
け
貸
し
農
園
）
の
開
設
・

運
営
を
支
援
し
て
い
ま
す

６
次
産
業
化
へ
の
支
援


